
日奈久住民自治会
広報部の活動
住民も、お客様も心地よい

日奈久のまちづくりをめざして



１ 広報部の役割

住民主体のまちづくりを進めていくには
情報の共有が必要

住民自治会の取り組みを知ってもらう
地域の今を知る
地域の人を知る
地域の歴史を知る

活動に参加し・つながり・地域を誇りに思えるようになる
観光地としてのおもてなしの心・行動にもつながる



① 発行のあゆみ

第１号 平成２１年８月３１日発行

日奈久まちづくり協議会の広報紙として

・リレーコラム「日奈久を語る」・・・平田校区長からスタート

・協議会の活動を知らせる・・・ばんこ制作設置・紫陽花植栽

・住民で取り組んだ開湯６００年丑の湯祭りのにぎわい

・この人にスポット･･･日奈久小６年有働さん紹介

（未来のオリンピック選手に）

・町内の行事のお知らせ

＊部員で手分けして原稿依頼 写真撮影 市にも写真依頼

２ おがまち日奈久ニュースの発行



１～２号 Ａ４片面 モノクロ印刷

３～１１号 Ｂ４片面 〃

１２号 Ｂ４両面 〃

１３号～ Ａ３両面印刷 〃

〇行事の写真を増やし、興味を持って読んでもらう

〇路地の神様紹介 （日奈久のまんまいさんめぐり）

〇日奈久のよさを知る（観光客が書いた駅のノート）

〇故郷への手紙（日奈久出身の方に依頼）

〇２０号からは 広告を掲載（１コマ ５００円）

〇小・中学校の話題

＊まちづくり協議会発行は ４５号（平成２５年５月）まで



４６号（平成２５年６月１日）～

日奈久住民自治会が発足し、広報部ができる

引き続き「おがまち日奈久ニュース」発行

＊ 住民自治会予算で 新聞編集用パソコン

編集ソフトを購入

＊ カラーレーザープリンタを事務局に設置

一部カラー印刷で発行



② 発行するまでの流れ

（１）広報部会議(編集会議) 毎月２０日前後開催

参加者 広報部員・住民自治会会長・事務局

（広報部員の構成） １６名

各町内１名の広報部員

住民自治会加入団体から

まちづくり協議会から継続している人

内容

〇 その月発行分(ゲラ刷り)を読み

意見・気づきを出し合う

〇 来月の記事の内容と役割分担について



（２） 広報部の役割分担
書記

総務 人権担当
会計
編集長 副編集長
取材 主要記事 ・ 特集記事 ・ まちの話題

論説 ・ 論壇
部会長 副部会長 広報紙 運営委員会報道

スポーツ
歴史 ･ 人物
仲間 ・ グループ活動紹介
日奈久を訪れた人の感想
読者の広場

広告
紙面作成(ＰＣ入力)
校正
印刷
用紙購入

掲示 ・ 町内放送
ネット配信 ・ マスコミ対応



（３）編集作業

住民自治会のデスクトップパソコン（編集ソフト）を使用

入力作業は、編集長

＊校正・・・ 校正担当 ２名

＊印刷・・・ 編集長、印刷担当者

カラー 住民自治会事務局レーザープリンタ

モノクロ 公民館輪転機

（４）配布と掲示

＊配布・・・ 各世帯（約１２３０戸)に市報と共に配布

交番、消防署日奈久分室

＊掲示・・・ Ａ２に拡大（公民館・日奈久温泉駅）

ファイル（日奈久ゆめ倉庫で観光客も）

日奈久出張所



（５）その他の発信

住民以外にも毎月 メール発信

・ YT-NET(インターネットやつしろ）

「日奈久温泉」 ～ 「おがまち日奈久ニュース」

八代市のＨＰにもリンク

・ ふるさとへの便り等の記事をくれた日奈久出身者

・ まちづくり活動に関わった人

（アメリカ在住 東京 札幌 大阪 等）

・ 日奈久大好きな人(配信希望者）

・ 行政機関・マスコミ

八代市役所観光振興課

県南広域本部地域振興課

ＦＭやつしろ、熊日新聞



 最近の紙面構成

１０００円
２０００円



（６） 経費

＊ ２６年度広報部予算 ３１９，０１０円

（自治会 ２４００００円 広告 ７９０００円）

（参考） 前年度 自治会１１０，０００ 広告収入５９，５００

雑収入３１，０１０

＊ 〃 支出計画

消耗品費 １７４４００円

用紙代 ２３，４００円

トナー代 １５０，０００円

印刷費 ２１，１２０円

事務費・会議費 ９，４８０円

予備費 １１５，０１０円



３ アンケートより



 〇地域で行われている行事やイベントについての

 情報を共有できるので、徐々にではあるが、参加者

 （協力者も含めて）が増えて来た。

 〇地域の課題・問題について解決に向けての取り組み

 を誰かがしてくれないかという姿勢から、自分たちで

 やれることはどんなことか、やってみようという動きに

 なってきた。

 〇住民や他地域に住んでいる人が新聞発行を楽しみに

 しているという声を多く寄せて下さるようになった。

 ＊広く町の話題を求めて取材活動をしなければならな

 い。情報提供のネットワークを工夫する必要がある。

 ＊編集作業の効率化が課題である。

４ 成果と課題


